
 
 
   

 

   

 

 

 
 

独立行政法人国際協力機構 

北陸センター 

2026年 9月 1日 

世界の未来のエネルギーリーダーが福井へ 

福井県の原子力政策と地域共生を世界へ発信 

 

独立行政法人国際協力機構（JICA）北陸センターは、2026年 9月 7日（月）か

ら 8 日（火）まで、福井県において「JICA GX 人材育成夏期プログラム」を開

催することをお知らせします。 

本件は、JICAが実施する「GX（グリーントランスフォーメーション）人材育成

プログラム」の一環として行うものです。同プログラムは、途上国が自ら脱炭素

に向けた社会変容のシナリオを立案することや次世代脱炭素技術の開発をリー

ドし、シナリオ実現や次世代技術の社会実装をしていくための中核人材を育成

することを目的としています。具体的には、エネルギー分野を担当する省庁職員、

シンクタンク研究員、電力事業者職員や研究者、大学教員等を長期研修員として

日本の大学院修士・博士課程に招へいし、エネルギー政策史、トランジション経

済モデル分析、電力事業経営、次世代脱炭素技術などを研究する機会を提供して

います。 

本件には、現在日本各地の大学院で学ぶ長期研修員が参加し、福井県の原子力を

巡る取組について理解を深めます。原子力関連施設の視察や関係機関との意見

交換を通じて、日本のエネルギー政策の変遷や原子力発電の役割、安全対策、地

域との共生のあり方について学びます。 

福井県は日本有数の原子力立地地域として知られ、長年にわたり原子力発電と

地域振興の共存に取り組んできました。県内には複数の原子力発電所が立地し、

エネルギーの安定供給を支えるとともに、原子力を核とした研究開発や人材育

成も進められています。また、国、自治体、事業者、研究機関が連携しながら、

地域住民との対話や安全確保への取組を重ねてきたことも福井県の大きな特徴

です。 

世界各国が脱炭素社会の実現に向けたエネルギー転換を進める中、原子力発電
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はエネルギー安全保障や電力の安定供給、温室効果ガス排出削減の観点から重

要な選択肢の一つとして議論されています。本プログラムでは、福井県の経験を

学ぶとともに、参加研修員がそれぞれの国・地域のエネルギー事情や課題を共有

し、持続可能なエネルギー政策のあり方について議論を深めます。 

ぜひ取材いただけますと幸いです。なお、当日は逐次通訳（英語⇔日本語）が入

ります。   

 

【取材可能日】    

日付   時間   研修場所   講師   内容   

2026/9/7 
10:00-

12:00 

福井原子力センター 

あっとほうむ 

福井県敦賀市吉河３

７−１ 

原子力の科学館

「あっとほうむ」

広報課 主査 

野﨑 雄高 氏 

視察 

2026/9/8 
13:00-

14:00 

アクアトム 2階 

福井県敦賀市神楽町

２丁目２番４号 

福井県庁 原子力

安全対策課 課長 

山本 晃弘 氏 

講義：福井県の原子力

政策について 

 

 

研修内容の詳細、当日の取材については下記までご連絡ください。   

 

【本件に関する問い合わせ先】 

◆当日の取材について 

JICA社会基盤部資源・エネルギーグループ 齊藤 学 

 TEL: 050-1800-1920、e-mail: Saito.Gaku@jica.go.jp 

JICA北陸 高橋 香水 

TEL: 076-233-5931、e-mail: jicahric@jica.go.jp 

 


